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15 ◆ 150

15 ◆ 180 ◆

30 ★ ◆ 180 ◆

30 ◆

60 ★ ◆

60 ★ ◆ ●

60 ◆

コンソール
プログラミングⅡ

コンソール
プログラミングⅢ

テレビ照明実習Ⅱ 150

実
習
演
習
科
目

実
習
演
習
科
目

ﾐｭｰｼﾞｯｸﾗｲﾃｨﾝｸﾞ基礎

ロケーション照明

基
礎
専
門
科
目

音楽概論

業界特別講座

コンサート照明Ⅰ

テレビ照明テクニック

就職講座Ⅰ

就職講座Ⅱ

30

電気工事士資格取得対策講座

スキルアップゼミⅠ

テレビ照明基礎

電気工作

特殊効果・電飾実習 演劇照明演習

Pinspot実習

テレビ照明論Ⅰ

電気基礎

番組制作論

ビジネスマナー

舞台照明論Ⅰ

コンソール
プログラミングⅠ

照明システム

テレビ照明実習Ⅰ

映像制作

CAD実習

校外学習Ⅰ

野外ライブゼミ

舞台照明実習Ⅰ

ビジュアライザー基礎

スキルアップゼミⅡ

基
礎
専
門
科
目

芸術鑑賞

コンサート照明Ⅱ

就職講座Ⅲ

フォローアップゼミ

舞台照明基礎

コンサート照明演習

必
修
授
業

省
令
基
準
時
数
分

シ
ラ
バ
ス
提
出
授
業

修得単位時間数 修得単位時間数

30 30

舞台照明論Ⅱ

テレビ照明論Ⅱ

校外学習Ⅱ

省令で定める基準授業時数分　提出シラバス授業数合計

省令で定める基準授業時数分　提出シラバス授業時数合計

全設置授業数

全設置授業時数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表　　照明クリエイティブ科

授業科目名

修得単位時間数 必
修
授
業

省
令
基
準
時
数
分

シ
ラ
バ
ス
提
出
授
業

授業科目名

テレビ系志望

実
務
経
験
の
あ
る

教
員
授
業

実
務
経
験
の
あ
る

教
員
授
業

舞台系志望

44

2085

4

180

150

150 150

25

1500

うち、実務経験のある教員等による授業数

うち、実務経験のある教員等による授業時数

番組制作演習

舞台照明実習Ⅱ



科 目 名 音楽概論
担 当 教 員 松村　香澄：キングレコードよりアーティストデビュー（所属）後、芸能プロダクションにて音楽指導を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★音楽の基礎を修得する。
 ★実戦で役立つ間のとり方や、音楽の一般知識を身につける。
 ★コード（和音）の響きやイメージを理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
音楽をはじめショービジネスなどのパフォーマンスはタイミングやイメージがとても大切に思われます。
例えば映画のワンシーンでバックに流れるBGMで感動が倍増したり、カメラワークなどでリズム感が大切
になって来ます。ですからこの授業では、直接パフォーマンスする側ではないにしても（又音楽を専門的に
勉強した経験のない方）それぞれのワークをより良い方向へ進める為に音楽の基礎を楽しく学んでいただけ
ればと思っています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス、この授業でどんな事を学ぶのか？
2. 音の高さを読めるようにしよう
3. 音符と休符の種類①
4. 音符と休符の種類②、リズムトレーニング
5. 演奏する順序、装飾音符など
6. 音程
7. 音階（メジャースケール）
8. 音階（マイナースケール）
9. 調の種類
10. コード①、コード②、コード③
11. その他のコード、テンションコード
12. コードのおさらいとコードネーム記入
13. おいしいコード進行、J-POPヒット曲のコード進行
14. おさらいとJ-POPアーティストの流れ
15. テスト

成績評価方法 内容の理解度及び習得意欲等の平常点60点／記述試験40点
使用教科書等
備 考

科 目 名 業界特別講座
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★講義を受け自分の将来像を形成することを目的とする。

授 業 概 要
・

特 徴
この講座では、照明業界（テレビ・コンサート・演劇など）のあらゆるジャンルのプロフェッショナルを迎
えて、最前線で仕事をしているプロならではのトピックスやノウハウを、毎回違う講師が講義します。自分
の目指す、または興味のあるジャンルの講義だけではなく、今まで知らなった世界を覗き見ることで、皆さ
んの価値観が大きく揺れ動くかもしれません。大切なのは、先ずは照明業界をあらゆる視点で眺めてみるこ
とだと思います。講義終了後には毎回質疑応答の時間を設けますので、積極的に質問し、自分をアピールす
るぐらいの積極性をがあってもいいと思います。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 映画の照明
3. ＣＭ・ＭＶの照明
4. 電飾の仕事
5. イベント電源の仕事
6. コンサートの照明　－新人の仕事－
7. 音楽番組の照明　－プランナーの仕事－
8. コンサート照明　－プランナーの仕事－
9. 演劇の照明　－フリーの仕事－
10. レンタルスタジオの仕事
11. アミューズメントの照明
12. ホテル・バンケットの仕事
13. ミュージカルの照明 宝塚
14. ミュージカルの照明 四季
15. テーマパークの仕事

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 コンサート照明Ⅰ
担 当 教 員 大川　昌宏：（株）共立において舞台・巨大施設等で照明のプラン＆オペレーターを担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★コンサート照明に関する基礎知識を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
照明を目指すきっかけになった動機に、コンサートの照明に感動してと聞く事があります。その感動を生む
コンサート照明を実現する為には、まず基本をしっかり学ぶ事が大切です。一口にコンサート照明と言って
も実に様々な形式のコンサートがあります。そこで先ず始めに基本となる事を理解する為に、舞台（ホール）
の常設照明機構・機材を学び、照明機器の取り扱いとその特徴について知ると共に、更に野外や巨大施設等
で行う仮設舞台での照明作業・安全作業等、照明人としての基本知識を学びましょう。（資料映像も使用し
ます！）

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. コンサート照明の実例①
3. 舞台・ホールの基本と常設照明について①
4. 舞台・ホールの基本と常設照明について②
5. 照明機材の種類とその効果①
6. 照明機材の種類とその効果②
7. コンサート照明の実例②
8. 舞台における安全作業の諸注意①
9. 舞台における安全作業の諸注意②
10. コンサートが出来るまで舞台編
11. コンサートが出来るまで仮設（野外）編
12. 照明に必要な電源
13. 照明仕込み図に対する解説
14. コンサート照明Ⅰまとめ（照明の実際）=スタジオにて実現
15. テスト

成績評価方法 筆記試験50点／内容の理解度・習得意欲等の平常点50点
使用教科書等
備 考

科 目 名 就職講座Ⅰ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★経験を振り返り文章にし、自分の言葉で語れるようにする。将来の就業観をイメージできるようにする。

授 業 概 要
・

特 徴
入学したばかりで「就職」と言われても実感が涌かない人は多いのではないでしょうか。この授業では、こ
れまでの経験を振り返り文章で表現し、自分の言葉でのびのびと語ることで、自分について知り、自己理解
を深めた後には自然と自己ＰＲのコツがつかめるようになります。また、業界や職種への知識を増やすこと
で、自分自身の選択肢が多くなります。柔軟な職業観を培い、夢を実現するためのスキルを身につけていき
ます。文章力の向上や自己理解も目的としています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 業界・職種説明
3. 採用担当者の思考を意識する
4. ビジネスマナー・メールマナー
5. 社会人基礎力
6. 自己分析Ⅰ
7. 自己分析Ⅱ
8. 自己分析Ⅲ
9. 自己分析Ⅳ
10. 履歴書とは
11. 履歴書の左半分(経歴)
12. 企業研究
13. 業界研究
14. 自己PR
15. まとめ

成績評価方法 100点満点として授業内レポート30点、授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考
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科 目 名 就職講座Ⅱ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★書類作成や面接練習をくり返し就職活動に備える。

授 業 概 要
・

特 徴
企業応募用の書式で履歴書作成を行います。また面接練習を通して面接マナーを身につけ、自由に語ること
のできる素地を作りましょう。憧れの仕事に就くことができるよう、基本的な力を身につけることが目的で
す。どのような職種でも対応できる力が身につきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 履歴書の意味
3. 採用担当者の考え
4. SPIテスト対策
5. 履歴書作成①(志望動機)
6. 履歴書作成②(自己PR)
7. 履歴書作成③(趣味・特技・自由記入欄)
8. エントリーシートについて
9. 面接対策①(面接マナーについて)
10. 面接対策②(個人面接・集団面接)
11. 面接対策③(オンライン面接)
12. ノンバーバルコミュニケーション
13. スーツ着こなしセミナー
14. 面接対策セミナー
15. まとめ

成績評価方法 100点満点として授業内レポート30点、授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

科 目 名 テレビ照明テクニック
担 当 教 員 （株）TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★実際の映像収録現場におけるライティングへの理解を深める

授 業 概 要
・

特 徴
この授業では、実際に使われた照明テクニックを過去の映像や仕込み図を元に、どの様にすればその明かりに
なるのか、その明かりのコンセプトは何か、使用機材は何か等を学んでいきます。視覚的に分かり易い音楽番
組の照明やドラマや中継番組等を題材に、人の目に自然に映る照明テクニックを学ぶことを目的とします。
この授業で明かりを作るために基本的知識を学んでおくと、２年次の実習授業において明かりに対する視野が
広がり、色々な作品が作れるでしょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. スタジオ・ロケーションでの撮影の違い
3. 音楽番組の照明①
4. 音楽番組の照明②
5. 音楽番組の照明③
6. 音楽番組の照明④
7. ドラマ照明の具体例①
8. ドラマ照明の具体例②
9. ドラマ照明の具体例③
10. ドラマ照明の具体例④
11. ドラマ照明の具体例⑤
12. 中継照明の具体例①
13. 中継照明の具体例②
14. 中継照明の具体例③
15. 中継照明の具体例④

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 テレビ照明論Ⅰ
担 当 教 員 （株）テレテック

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★テレビ全般に関する基礎的な知識の習得を目標とする。

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ放送技術は今も飛躍的な進歩を続けている。生放送からVTR、白黒画面からカラー放送、そしてデジ
タル放送、衛星放送にハイビジョン放送に4K衛星放送へと。そして映像は小型カメラ化の開発、4Kカメラ、
8Kカメラと今も将来に向かって研究が進められている。
テレビジョン照明は実験放送時代より、テレビ映像にとっては無くてはならないものである。
テレビカメラは、光が無くては何も撮影することが出来ない。この真理を “映像を創る光のテクニック” と
して学び、テレビ技術の進歩と共にある新しい照明技術を研究する。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. テレビ放送の歴史・原理
3. テレビスタジオの機構・設備
4. テレビスタジオの照明機器
5. テレビスタジオの光・光源電球
6. 色・フィルター
7. テレビ照明の特長と技法
8. 照明用語・安全作業について
9. 照明操作のシステム
10. 電気の基礎知識①
11. 電気の基礎知識②
12. テレビにおける照明の仕事
13. 仮設システムの照明作業
14. 総まとめ・ミニテスト
15. 期末試験

成績評価方法 筆記試験50点、内容の理解度及び習得意欲等の平常点50点
使用教科書等 舞台・テレビジョン照明　基礎編
備 考

科 目 名 電気基礎
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★基礎から電気の知識を復習する。
 ★さらに、照明業界で必要とされる電気の知識を身に付ける。

授 業 概 要
・

特 徴
照明器具が点灯するのに欠かせない電気。しっかりした知識を身に付けていないと、自身だけでなく他人を
傷つけたり、大きな事故になって、関わっている現場に多大な迷惑をかけたりすることになります。
電気とじっくりゆっくり取り組み、照明家の基礎となる知識を習得しましょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 電圧と電流・直流と交流・周波数
3. 抵抗・負荷と並列、直列
4. 電気の安全な取り扱い　許容電流とプラグ・コネクタ・過電流実験
5. 照明回路の容量計算と配線方法　ケーブルの選択
6. 実際の配線演習
7. 小テストと復習
8. 各種計測器の取り扱い　テスタ　クランプメーター
9. 調光卓と調光盤（ユニット）
10. 配電方式と負荷　ユニットバランス
11. 小テストと復習
12. DMXについて①
13. DMXについて②
14. 総合復習
15. テスト

成績評価方法 筆記試験100点
使用教科書等 舞台・テレビジョン照明　基礎編
備 考
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科 目 名 電気工事士資格取得対策講座
担 当 教 員
授 業 形 態 1年次（集中） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★第二種電気工事士資格の取得に必要な知識を身につける

授 業 概 要
・

特 徴
電気工事士資格は、電気設備の工事・取り扱いの際に必要な国家資格です。
電線相互を接続する作業や配電盤から電線を用いて電源を取り出す作業等はこの資格が必要となります。
筆記試験に必要な知識や過去問題からのテスト、技能試験に対する実技まで、基礎からしっかり学んで、資
格取得合格を目指しましょう。
※下期試験が、8月下旬～9月上旬・受験申し込み、10月上旬筆記試験、12月下旬技能試験となっていま
すので、それに合わせて、短期集中講座として、9月～12月に実施予定です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 電気の基礎理論
2. 配電理論・配線設計
3. 電気機器・配線器具と材料及び工具
4. 電気工事の施工方法
5. 一般電気工作物の検査方法
6. 配線図
7. 一般電気工作物の保安に関する法令
8. 過去問題テスト
9. 過去問題テスト
10. 過去問題テスト
11. 単線図から複線図の作成
12. 基本作業練習
13. 候補問題の配線作業
14. 候補問題の配線作業
15. 候補問題の配線作業

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点　※試験の受験有無及び合否については、成績に含みません
使用教科書等 基本テキスト、過去問題集など
備 考 9月～12月の短期集中講座となります。技能試験対策用材料費などが別途必要となります。試験の申し込み手続きや受験手数料・免状申請費などは含まれません。

科 目 名 番組制作論
担 当 教 員 瀧澤　将師　他

授 業 形 態 1年次（集中） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 15

授業到達目標  ★構図のつくり方（サイズ・アングル・ポジション）の理解。   ★ロケハン時に見るポイントの理解。
 ★レンズの特性とカメラワークの理解。
 ★編集技法の理解。
 ★番組制作の流れ理解。

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ番組を作るには、制作手順や方法といった細かなルールが存在し、単にビデオカメラで撮った映像を
組み合わせれば出来あがる物ではありません。ホームビデオなどのアマチュア目線から一歩抜け出す為に、
「映像のつなぎ方」や「構図」といったことを学び、プロとしてのビジュアル・センスを養います。また、こ
の授業の中で学んだ番組制作の流れや制作用語、撮影手順などの知識も理解した上で、スタジオやロケーショ
ン等の実習において役立てます。テレビ番組を見る側から作る側への第一歩の授業です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 映像の切り取り方 ～カメラサイズ、アングル、ポジション～
2. 撮影の基本技法 ～カメラワーク～
3. 映像のつなぎ方 ～イマジナリーライン、マッチカット～
4. 番組制作の流れ ～リハーサルの種類と手順～
5. 番組制作用語について ～各種スタッフの役割、尺貫法など～
6. ロケーションについて ～ロケハンの重要性、撮影許可など～

成績評価方法 レポート40点／内容の理解度及び習得意欲等の平常点60点
使用教科書等 プリント配布
備 考
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科 目 名 舞台照明論Ⅰ
担 当 教 員 藤原　敬：コンサートや商業施設等の照明デザインおよびプログラムを担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★舞台照明における基礎的な知識の習得。

授 業 概 要
・

特 徴
舞台照明における基礎知識、会場の機構、機材に対する基礎知識、照明スタッフの役割といった事を学びます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス、授業内容説明等
2. 舞台照明と現代の上演芸術①
3. 舞台照明と現代の上演芸術②
4. 公演スタッフの役割と照明スタッフ
5. 舞台機構と照明設備①
6. 舞台機構と照明設備②
7. 舞台照明設備
8. 照明機材について①
9. 照明機材について②
10. 舞台用語①
11. 舞台用語②
12. 照明スタッフの仕事の流れ①
13. 照明スタッフの仕事の流れ②
14. 安全について
15. テスト

成績評価方法 内容の理解度及び習得意欲等の平常点60点／課題レポート40点 
使用教科書等 舞台・テレビジョン照明　基礎編
備 考

科 目 名 ミュージックライティング基礎
担 当 教 員 藤原　敬：コンサートや商業施設等の照明デザインおよびプログラムを担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★ライティングプラン、デザインをするための方法を理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
光を構成するために必要な機材等の知識、音の構成から照明を構築するノウハウ等の習得。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. コンサートのセクション、ツアーの構成
3. 光の色の構成とその表現
4. 光の方向性による表現
5. 光の種類による表現のちがい
6. スタンバイ等機材準備の方法
7. DMXパッチ表の作り方
8. 音楽の構成とCw
9. 分節、拍子、譜割り
10. 光のコントロールによる表現
11. ムービングライトシステム
12. ライティングデザイン①
13. ライティングデザイン②
14. 照明、電飾、レーザーのちがい
15. 今後の広がり

成績評価方法 内容の理解度及び習得意欲等の平常点60点／課題レポート40点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 映像制作
担 当 教 員 藤井　翔平

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★映像制作の流れや撮影方法を学ぶ。
 ★制作過程を通じて、グループで作品を作る楽しみを知る。

授 業 概 要
・

特 徴
映像に限らずエンターテイメント作品は多くの人が関わり、ひとつの作品を制作しています。テクニックや
高度な機材を使いこなすのが目的ではなく、作品制作を通して、スタッフ間の関わり方や、もの作りの楽し
さを学んでもらいたいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 作品制作に関わるスタッフと制作の流れ
3. 企画書・カメラサイズ・カメラワーク
4. 機材の説明及び取り扱い方法（カメラ・音声・照明）など
5. 機材セッティング練習
6. 作品制作PART1　説明・企画会議①
7. 企画会議②
8. 作品制作PART1①
9. 作品制作PART1②
10. プレビュー会・作品制作PART2　説明・企画会議①
11. 企画会議②
12. 作品制作PART2①
13. 作品制作PART2②
14. 作品制作PART2③
15. プレビュー会・まとめ

成績評価方法 作品提出60点／出席状況及び習得意欲の平常点40点
使用教科書等 プリント配布
備 考

科 目 名 CAD実習
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★作図専用ソフト（Vectorworks）の使用方法を学ぶ。
 ★照明仕込み図を作成方法を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
ＣＡＤとはＰＣの製図システムの事で、手書きで面倒な作業をパソコンを使って「らくに」「早く」図面を
作成するものです。
照明業界で多く使われているVectorworksの使い方から音楽に合わせた照明仕込み図の作図までを学んで
もらいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 基本操作①
3. 基本操作②
4. 基本操作③
5. シンボル作成①
6. シンボル作成②
7. 図面作成　その1①
8. 図面作成　その1②
9. 図面作成　その1③
10. 図面作成　その1④
11. 図面作成　その2①
12. 図面作成　その2②
13. 図面作成　その2③
14. 図面作成　その2④
15. 期末テスト

成績評価方法 提出図面評価60点／期末テスト30点／習得意欲の平常点10点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 校外学習Ⅰ
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 1年次（通年） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★様々な芸術鑑賞を通し、見聞を広げ、センスを磨いてもらうことを目的とします。

授 業 概 要
・

特 徴
団体として皆さんで鑑賞してもらうものや、こちらでお知らせした中から選んで鑑賞してもらうものなどが
あります。
どれも後日レポートを提出してもらい出席回数に加えます。
「明かり」や「光」に注目して、鑑賞することで、自らの知識や表現力の幅を広げましょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
実績
○歌舞伎鑑賞教室
○劇団四季鑑賞及びバックステージ見学やアフタートーク
○神奈川芸術劇場主催公演鑑賞及びアフタートーク
○宝塚歌劇鑑賞
○日生劇場主催公演鑑賞及びアフタートーク
○音楽座ミュージカル鑑賞及びアフタートーク

成績評価方法 鑑賞後レポート提出100点
使用教科書等
備 考

科 目 名 コンソールプログラミングⅠ
担 当 教 員 不破　美生：光工房に所属し、コンサートライブをはじめ、照明家に向けたプログラムの専任講師も担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ムービングライトなどのデジタル系機材の根本的な概念を理解する
 ★ grandMA onPCを用いて基本的な操作を習得する

授 業 概 要
・

特 徴
現在の照明業界において広く一般的にムービングライトを代表とするデジタル系機材は使用されている。
この授業ではその基本的な動作の仕組みや、卓の操作を学んでいく。
授業終了時には各自、キューを作成し、基本的なプログラムが出来ることを目的とする。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. DMX 512ch・ムービングライトについて
3. 卓のセットアップ・Patch作業
4. C/F仕込み・操作
5. GROUP・カラープリセット作成
6. BEAMパレットの作成
7. ポジションパレットの作成①
8. ポジションパレットの作成②
9. ポジションパレットの作成③
10. Qの作成・トラッキングの概念
11. Qの作成・StQとは
12. Qの作成etc
13. データ表を元にQを作成①
14. データ表を元にQを作成②
15. データ表を元にQを作成③

成績評価方法 実技試験50点／内容の理解度及び習得意欲等の平常点50点
使用教科書等 プリント配布
備 考
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科 目 名 照明システム
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★仮設電源システムや照明操作卓の操作、デジタル照明器具の使用方法などの理解度を深める

授 業 概 要
・

特 徴
照明で使用される「電源」、灯体や機材を制御する「信号の流れ」、その信号を使用し照明機材そのものを制
御する「調光卓」の使用方法等、さまざまな授業で行います。
理解するには大変な分野ですが、コンサート等で使われる「仮設照明」の組み立てから、実際のシステムを
用いての機材操作を学ぶためには必要不可欠な授業になります。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 電源の種類と容量
2. 電源方式の種類と計算方法①
3. 電源方式の種類と計算方法②
4. 電源ユニットとは①
5. 電源ユニットとは②
6. 電源幹線について
7. NG機材の修理方法
8. アナログ信号とデジタル信号
9. 調光卓使用方法①
10. 調光卓使用方法②
11. デジタル信号を使用した照明機器①
12. デジタル信号を使用した照明機器②
13. 仮設照明　仕込み①
14. 仮設照明　仕込み②
15. 仮設照明　仕込み③

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考

科 目 名 スキルアップゼミⅠ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 １年次（短期） 必／選 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★照明作業の知識及び技術の向上を目指す
 ★他セクションの仕事内容を理解し、コミュニケーションの重要性を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
募集イベント（体験入学・春夏イベント）や学園祭（TOHOチャンネル）のスタッフを通して、円滑で迅速
な照明作業力を磨く。
また、技術打合せや美術打合せを通して、他セクションとのコミュニケーションの重要性を学ぶと共に、他
セクションの業務理解に繋げる。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
＊各イベントごとにスタッフを募集します
＊履修登録の段階では選択することがせきません
＊各イベントごとに説明会を実施予定です

1. 照明仕込み作業の流れ
2. 迅速で安全に留意した作業
3. 照明プランニングの実際
4. 技打ち・美打ちの進め方
5. プログラミングの方法論
6. イベント本番（2回～5回程度参加）

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 テレビ照明基礎
担 当 教 員 小林　直貴：（株）フジ・メディア・ホールディングス所属。同社内番組等の照明業務全般を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★学内スタジオを使用し、テレビ照明の基礎を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
スタジオでの作業で、機材の名称、機能、構造、利点、欠点等の学習を重視します。
最終的には基本となる「明かり」を作ること。
照明は「触って慣れる」が重要であるため、実際に機材を使用し、あらゆる場面で臨機応変に対応できるよ
うにまた、我々が現場で思う、新人に「これ位は最低限覚えてきてほしい」ことも、交え進行していきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. テレビスタジオの仕組み
3. スポットライト①
4. スポットライト②
5. その他スタジオ照明器具及び使用法
6. 電源、調光システム
7. 仕込み、バラシ
8. 光の方向、用途
9. 基本的な仕込み①
10. 基本的な仕込み②
11. 応用①
12. 応用②
13. 応用③
14. 応用④
15. まとめ

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考

科 目 名 テレビ照明実習Ⅰ
担 当 教 員 副島　照礼・藤井　翔平

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★番組内容に合わせた照明の基本を学ぶ。

授 業 概 要
・

特 徴
照明機材の取り扱い方、照明機材の仕込み吊込作業、負荷回路接続作業、照射シフト実習から、スタジオ照
明を実際のスタジオカメラを使用して、受像再現された映像の効果をマスターします。
人物に対する明かりの基本的な仕込み方や、様々な状況を想定した明かりの仕込み方についても学びます。
同時にスタジオ実習時において非常に重要な、安全管理や事故防止についても学んでもらいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. スタジオ設備
3. スタジオ調光システム
4. テレビカメラと照明
5. スタジオ基本仕込み
6. 情報番組を想定した仕込み①
7. 情報番組を想定した仕込み②
8. 情報番組を想定した仕込み③
9. ドラマ番組を想定した仕込み①
10. ドラマ番組を想定した仕込み②
11. ドラマ番組を想定した仕込み③
12. 歌番組を想定した仕込み①
13. 歌番組を想定した仕込み②
14. 歌番組を想定した仕込み③
15. 期末テスト

成績評価方法 実技試験70点／内容の理解度・習得意欲等の平常点30点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 電気工作
担 当 教 員 （株）CTS：東京ドームの放送システム等、映像制作・放送環境の設備の設計施工を行っている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（集中） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★ドライバーやカッター、ハンダゴテ、各種計測用のテスターなど、工具の使い方を学ぶ
 ★照明用ケーブルやデジタル信号用のケーブルなどを作成、補修できるようになる
 ★簡易な調光装置の仕組みを、構造を理解しながら組み立ててみる

授 業 概 要
・

特 徴
照明用ケーブルは圧着端子を使って、また、デジタル信号ケーブルなどは、はんだを使って結合します。どちらも、
使っていくうちに、この結合部分が外れてしまい、使用できなくなることがあります。簡単な修理で直すこともで
きますが、圧着端子は専用工具が必要ですし、ハンダは熱を加えて接着するため、どちらも取り扱いには注意と技
術が必要です。さらに、どこも修理するのか、修理後、きちんと電気が流れるのかなどを計測することも必要です。
光を操る調光装置についても、仕組みを学び、簡単なものを作成してもらいます。
この授業では、上記の作業を、実技を通して学んでもらいます。
照明業界に進む人には、必須のスキルですので、しっかり身に付けておきましょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 各種工具や計測器の紹介
2. 照明用ケーブルの仕組みと計測方法
3. ドライバー、カッター、ニッパー、圧着端子、圧着ペンチの使用の際の注意
4. 照明用ケーブルの作成
5. デジタル信号ケーブルの仕組みと計画方法
6. ハンダゴテ、ハンダ、ウィックの使用方法や使用の際の注意
7. 適正なハンダ付けの状態と適正ではない状態とは
8. デジタル信号ケーブルの作成
9. 調光装置の仕組みと材料パーツの説明
10. LEDライトの作成
11. まとめ

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考 9月の短期集中講座となります。材料費が別途掛かります。

科 目 名 特殊効果・電飾実習
担 当 教 員 （株）コマデン

授 業 形 態 1年次（集中） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★電飾の移り変わりと種類を学ぶ
 ★実際に電飾の作成とオペレーションを体験する
 ★特殊効果の種類や運用方法を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
電飾はコンサートやイベント、テレビ番組の進行サインやまたはショーアップのために欠かせないものです。
この講座では、みなさんが観てかっこいい！と感じていたライティングの半分は電飾であり、照明と関わる
ことで一つの演出を創り出していると理解を深めてもらいます。
また、レーザー、炎や水、銀テープなど特殊効果の演出方法を学びながら、使用する上での安全と危険性の
知識の習得を目指します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 電飾の歴史～豆電球からLEDへ～
2. 簡単な電飾を作ってみよう
3. LEDビジョンの仕組みと変化
4. 電飾オペレーション
5. 特殊効果の種類
6. 演出としての特殊効果
7. 特殊効果の安全と危険性

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲の平常点100点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 ビジネスマナー
担 当 教 員 （株）アルノ：自動車メーカーにて宣伝販促業務に携わり、その後、様々な業種業界の人材育成に関わっている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次　（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★ビジネスマナー、コミュニケーションの重要性を認識し、社会人に向けて好感度の高いスキルを体得する。

授 業 概 要
・

特 徴
マナーやビジネスコミュニケーションの「なぜ？」に対して的確な答えを持ち、受講者が理解納得し、即行
動に移せる講義内容が特徴です。学生としてのあるべき姿、また、将来のありたい姿などに向けて、受講者
ひとりひとりの強み弱みを把握し、的確にアドバイスします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス、講座内容について
2. ビジネスマナーの必要性とコミュニケーションの原理原則
3. キャリアデザインと意味づけ力
4. 第一印象の重要性と好印象を目指す10項目①
5. 第一印象の重要性と好印象を目指す10項目②
6. プラスイメージが伝わる敬語と言葉遣い①
7. プラスイメージが伝わる敬語と言葉遣い②
8. コミュニケーション能力が身につく話の聴き方
9. 簡潔で分かりやすい話し方①
10. 簡潔で分かりやすい話し方②
11. 自信がつく電話対応
12. 就職活動に向けて「選ばれる人財」になる（行動編）
13. 社会人基礎力（3つの能力と12の能力要素）とは
14. マナー力のある学生へのアクションプラン策定
15. テスト、まとめ、質疑応答

成績評価方法 授業内容の習熟度と理解度…20点、テスト…60点　実習およびレポート点…20点
使用教科書等
備 考

科 目 名 Pinspot実習
担 当 教 員 藤井　翔平

授 業 形 態 1年次（集中） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★ピンスポットライトの構造や各部の名称を学ぶ。
 ★ピン操作の際に使われるキューの読み方、書き方、出し方を学ぶ。
 ★実際に操作をしその方法を身につける。

授 業 概 要
・

特 徴
皆さんは、コンサートや演劇を鑑賞するときに何を見ますか。やはり好きな出演者やアーティストを見たい
と考えていますよね。では、その出演者やアーティストはなぜ目立って見えるのでしょうか。
そこで重要になってくるのがピンスポットです。アクセントとして光をあて、動きと一緒に色などを使いフォ
ローしていくのです。この授業では、ピンスポットの基本的な使用方法から光の出し方、色のチェンジに仕方、
キューの出し方、そしてフォローの仕方などを学んでいきます。
※短期集中講座です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. キューの考え方、組み立て方（1拍キューと連続キュー）
2. 音楽を聞いてキューを考える
3. 色見の決め方
4. 照準の取り方
5. インカムの使い方
6. センターピンとバックピン
7. ピンスポットの基本構造と取り扱い方法①
8. ピンスポットの基本構造と取り扱い方法②
9. 基本的なピンフォローについて①
10. 基本的なピンフォローについて②
11. 基本的なピンフォローについて③
12. ピンフォロー実技
13. ピンフォロー実技
14. ピンフォロー実技
15. ピンフォロー実技

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考 短期集中講座として実施
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科 目 名 舞台照明基礎
担 当 教 員 原　英和：舞台照明家。コンサートライブをはじめ、イベント各種の照明デザインやオペレート等を担当している実務経験のある教員。

渡辺　よしえ：（株）ホライズンでの経験を経て、コンサートツアー・ミュージカル等の照明デザイン等に従事している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★照明機材の名称や使い方を学ぶ
 ★大きな声で返事ができるようになる

授 業 概 要
・

特 徴
舞台で使う照明機材の名前、使い方を実際に機材を使いながら覚えていきます。
安全で正確な作業ができるようになることを目指しています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 学校のスタジオの使い方
3. スポットライトとアクセサリー
4. カラーフィルター
5. 電気容量について
6. ケーブルの種類と使い方①
7. ケーブルの種類と使い方②
8. 照明仕込み図の見方
9. 仕込み作業（吊り込み）
10. 仕込み作業（Stage）
11. フォーカシング
12. 機材ごとの効果の違い
13. 仕込み作業
14. 本番形式
15. テスト

成績評価方法 筆記試験20点／内容の理解度・習得意欲の平常点80点
使用教科書等
備 考

科 目 名 舞台照明実習Ⅰ
担 当 教 員 原　英和：舞台照明家。コンサートライブをはじめ、イベント各種の照明デザインやオペレート等を担当している実務経験のある教員。

渡辺　よしえ：（株）ホライズンでの経験を経て、コンサートツアー・ミュージカル等の照明デザイン等に従事している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★基礎的作業の習熟
 ★公共ホールの使用法を学ぶ
★★コミュニケーション能力の向上を目指す

授 業 概 要
・

特 徴
舞台照明基礎で学んだ内容をふまえ、学校のスタジオや実際の本番で使われる公共ホールでの学習を通し、
さらに技術力を磨きます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 前期の復習
3. ホール使用の説明
4. 吊り込み練習
5. 吊り込みと回路とり
6. 吊り込み～パッチング
7. 吊り込み～フォーカシング
8. Stageの仕込み
9. Stageの仕込み～フォーカシング
10. フロントシーリングのフォーカシング
11. エフェクトマシーン
12. 本番形式
13. 本番形式
14. 総合仕込み作業
15. テスト

成績評価方法 筆記試験20点／内容の理解度・習得意欲の平常点80点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 ロケーション照明
担 当 教 員 小林　直貴：（株）フジ・メディア・ホールディングス所属。同社内番組等の照明業務全般を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ロケーション用照明機材の操作方法を学ぶ。

授 業 概 要
・

特 徴
ロケーションとは、スタジオ外での撮影のことです。設備の整ったスタジオとは違い、電源も限られている
ので、一般電源、バッテリー、反射光を利用したレフ板等の使用方法を、教室や屋外にて実践します。
また、テレビ照明で重要なカメラを通しての明かりの作り方やシーン設定と色温度、電球の発光方式の違い
等を、現場に近い環境で行います。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. スタジオとロケの違い
3. 機材説明①
4. 機材説明②
5. 機材説明③
6. 自然光、人工光、色温度
7. フィルターの種類
8. レフ板①
9. レフ板②
10. カメラを通したライティング
11. カメラと照明の関係
12. シミュレーション①
13. シミュレーション②
14. シミュレーション③
15. まとめ

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 芸術鑑賞
担 当 教 員 伊東　佳那子

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 60

授業到達目標  ★様々なジャンルの映像作品の解説と鑑賞をして、見聞を広げ、芸術に関する知識を増やす

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ・舞台どちらの分野に進むにしても、自分の好きなジャンルや作品、音楽だけで仕事は成り立ちません。
普段、自分では鑑賞しないような作品も、解説を聞き鑑賞することで、見聞が広がり、これから関わる多く
の人とのコミュニケーションもスムーズになることでしょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
※昨年の鑑賞作品
1. ガイダンス　授業内容・成績評価方法等の説明
2. 78年度　東放学園卒、“堤流” 映像スタイル「包帯クラブ」
3. 88年度　東放学園卒、行定勲監督「パレード/parade」
4. 88年度　東放学園卒、大根仁監督「バクマン/BAKUMAN」
5. 日本アカデミー賞４冠受賞、是枝裕和監督「海街ダイアリー」
6. 日本アカデミー賞12部門で優秀賞を受賞「翔んで埼玉」
7. 学年ビリのギャルが1年で偏差値を40上げて慶応大学に現役合格した話「ビリギャル」
8. パルム・ドール賞、受賞作「万引き家族」
9. クイーンのボーカル、フレディ・マーキュリーの伝記ドラマ「ボヘミアン・ラプソディー」
10. 無名の新人監督と俳優達が創った野心作「カメラを止めるな！」
11. 競技かるたを世に広めた3部作の始まり「ちはやふる-上の句-」
12. 閉鎖病院を舞台に安楽死について “堤流” 解釈の仕方「十二人の死にたい子どもたち」
13. ベストセラーコミックの実写版「キングダム」
14. 誰もが知っている「Disneyアラジン」実写版
15. 鑑賞作品解説まとめ、最終課題のレポート作成及び提出

成績評価方法 授業への参加意欲等の平常点30点／感想レポート70点
使用教科書等 各回ごとに解説プリント、感想レポートを配布
備 考

科 目 名 コンサート照明Ⅱ
担 当 教 員 大川　昌宏：（株）共立において舞台・巨大施設等で照明のプラン＆オペレーターを担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★コンサートを成功させる為に必要な知識を習得する

授 業 概 要
・

特 徴

光の技法には様々な方法があります。その煌めく光が刻々と変化していく様の中で、ハッとする驚きであったり、詩
情豊かな色彩、また圧倒的な光の量であったり、コンサートを見た観客に夢や感動を与えます。しかしコンサート照
明を作る為には、学ばなければならないことが数多くあります。デザイナーを含めオペレーターの役割等を学びます。
また、特別講座としてレーザー光の実際もあります。
基本の一、コンサートの内容を理解する事
基本の二、照明機材とそれにかかわる重量や電気の事
基本の三、安全作業（事故事例等を挙げて）について

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. コンサートにおける照明①照明作業の段取り
3. コンサートにおける照明②照明スタッフの役割
4. コンサートにおける照明③照明仕込み作業
5. コンサートにおける照明④安全作業について
6. コンサートにおける照明⑤最新機材（LED、ムービング等）について
7. 色と照明のバランス
8. コンサート照明（仮設）に必要な電気①
9. コンサート照明（仮設）に必要な電気②
10. コンサート照明プランの考え方①
11. コンサート照明プランの考え方②
12. コンサート照明プランの考え方③
13. コンサート照明の実際
14. まとめ
15. テスト

成績評価方法 筆記試験50点／内容の理解度・習得意欲等の平常点50点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 就職講座Ⅲ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★実際の就職活動に備え実践力を身につけます。

授 業 概 要
・

特 徴
就職活動を目前に控え、より実践的な力が求められている時期です。「就職講座Ⅰ・Ⅱ」で培ってきた力を
活かし、積極的に就職活動に取り組むことを目的としています。焦りや不安の生じる時期ですが、自分のペー
スで活動していきましょう。研修や就職に向けて心構えをする機会でもあります。社会人として即戦力とな
れる基礎の力を身に付けて下さい。また、学内企業説明会を通じて企業と接点を持つことで、採用に繋げて
もらいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス／報告書類について
2. 昨年度の就職状況について
3. 企業訪問・企業説明会について
4. ＤＭによる活動の仕方
5. 業界が求める人材
6. 面接試験対策①
7. 面接試験対策②
8. 面接試験対策③
9. 社会人としての心得①
10. 社会人としての心得②
11. 学内企業説明会①
12. 学内企業説明会②
13. 学内企業説明会③
14. 学内企業説明会④
15. まとめ／就活調査アンケート

成績評価方法 100点満点として授業内レポート20点、授業への参加意欲等の平常点80点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

科 目 名 フォローアップゼミ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★各自の希望に合致する就職先の実現を目指します。

授 業 概 要
・

特 徴
就職講座で培ってきた書類作成や面接のスキルを、実際の就職活動に生かしていきます。最新の求人情報を
告知し個別面談も実施していきますので、各自の希望に合致する就職先の実現を目指せます。履歴書の見直
しや面接練習をくり返し、積極的に企業へアプローチする力を身につけて下さい。引き続き、学内企業説明
会も随時、行っていきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 求人紹介
3. 履歴書見直し
4. 学内企業説明会
5. 個別相談　他

成績評価方法 100点満点として授業内レポート20点、授業への参加意欲等の平常点80点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考
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科 目 名 テレビ照明論Ⅱ
担 当 教 員 （株）テレテック

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★制作形態の違うテレビ番組のそれぞれの照明技法の研究。

授 業 概 要
・

特 徴
1年次の「テレビ照明論Ⅰ」の基礎理論を土台として、さらにステップアップし「ドラマ・音楽・ニュース
ワイドショー」等番組種類別、又は「スタジオ・中継・ドラマロケ・ENG取材」等の制作形態別にそれぞれ
の照明技法の習得と研究を行い、番組制作スタッフとして即戦力を発揮出来るような実力の養成に努める。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 基礎の復習
3. スタジオ番組の基本ライティング
4. スタジオ番組の仕込み図
5. 情報番組のライティング
6. 情報番組の仕込み図
7. ドラマのスタジオ照明技法
8. ドラマのロケーション技法
9. ENG取材の照明技法
10. 音楽番組のライティング
11. 音楽番組の仕込み図
12. 中継番組のライティング
13. 照明作業における事故防止
14. それぞれの照明技法の総まとめ
15. テスト

成績評価方法 筆記試験50点／内容の理解度・習得意欲等の平常点50点
使用教科書等 舞台・テレビジョン照明　基礎編
備 考

科 目 名 舞台照明論Ⅱ
担 当 教 員 渡辺　よしえ：（株）ホライズンでの経験を経て、コンサートツアー・ミュージカル等の照明デザイン等に従事している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★照明だけでなく舞台全般に興味を持つ
 ★舞台用語を知る
 ★舞台の歴史を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
コンサートや演劇だけではない舞台でのパフォーマンスをより深く知るために講義を聞くだけでなく、自分
たちで調べて発表する形式で進めていきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. テーマごとの発表
3. テーマごとの発表
4. テーマごとの発表
5. 舞台用語
6. 舞台の歴史
7. パフォーマンスの種類
8. 準備段階から本番まえの流れ
9. グループワーク
10. グループワーク
11. スタジオで発表
12. 反省会
13. 特別講義
14. 特別講義
15. まとめテスト

成績評価方法 筆記試験20点　授業への学習意欲80点
使用教科書等
備 考

�



科 目 名 校外学習Ⅱ
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 2年次（通年） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★様々な芸術鑑賞を通し、見聞を広げ、センスを磨いてもらうことを目的とします。

授 業 概 要
・

特 徴
団体として皆さんで鑑賞してもらうものや、こちらでお知らせした中から選んで鑑賞してもらうものなどが
あります。
どれも後日レポートを提出してもらい出席回数に加えます。
「明かり」や「光」に注目して、鑑賞することで、自らの知識や表現力の幅を広げましょう。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
実績
○歌舞伎鑑賞教室
○劇団四季鑑賞及びバックステージ見学やアフタートーク
○神奈川芸術劇場主催公演鑑賞及びアフタートーク
○宝塚歌劇鑑賞
○日生劇場主催公演鑑賞及びアフタートーク
○音楽座ミュージカル鑑賞及びアフタートーク

成績評価方法 鑑賞後レポート提出100点
使用教科書等
備 考

科 目 名 コンソールプログラミングⅡ
担 当 教 員 不破　美生：光工房に所属し、コンサートライブをはじめ、照明家に向けたプログラムの専任講師も担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ grandMA onPCを使用した、より高度で実践的なプログラミング技術を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
１年次の「コンソールプログラミングⅠ」で習得した技術を基に、更なる技術の向上を目指し、複雑なプロ
グラミング方法の習得、クオリティの高いデザイン、スピードアップを目標とします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 1年次習得技術の復習①[Patchなど]
3. 1年次習得技術の復習②[プリセット作成など]
4. 1年次習得技術の復習③[簡単なCueの打ち込みなど]
5. 1年次習得技術の復習④[簡単なCueの打ち込みなど]
6. 1年次習得技術の復習⑤[Cueの修正方法など]
7. 1年次習得技術の復習⑥[全工程のスピードアップ]
8. エフェクトライブラリー①[概要、種類のデモンストレーション]
9. エフェクトライブラリー②[ライブラリーをベースとした変更、修正]
10. 課題のCueのプログラム①[ライブラリーなどを使用したプログラミング]
11. 課題のCueのプログラム②[ライブラリーなどを使用したプログラミング]
12. 課題のCueのプログラム③[ライブラリーなどを使用したプログラミング]
13. 課題のCueのプログラム④[ライブラリーなどを使用したプログラミング]
14. 課題のCueのプログラム⑤[ライブラリーなどを使用したプログラミング]
15. 総合まとめ

成績評価方法 実技試験80点／内容の理解度及び習得意欲等の平常点20点
使用教科書等 プリント配布
備 考
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科 目 名 コンソールプログラミングⅢ
担 当 教 員 不破　美生：光工房に所属し、コンサートライブをはじめ、照明家に向けたプログラムの専任講師も担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ grandMA onPCを使用し、さらに高度で実践的なプログラミング技術を習得する
 ★MA3Dを使用した、ビジュアライザー操作の基礎を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
プログラミングの更なるスピードアップとビジュアライザーの操作方法の基礎の習得を目標とします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 前期習得技術の復習と確認
3. 課題Cueのプログラム①[複数機材を使用したプログラミング]
4. 課題Cueのプログラム②[複数機材を使用したプログラミング]
5. 課題Cueのプログラム③[複数機材を使用したプログラミング]
6. 課題Cueのプログラム④[複数機材を使用したプログラミング]
7. 課題Cueのプログラム⑤[複数機材を使用したプログラミング]
8. 高度なCueの作成①
9. 高度なCueの作成②
10. 高度なCueの作成③
11. MA 3D①
12. MA 3D②
13. MA 3D③
14. MA 3D④
15. 総合まとめ

成績評価方法 実技試験80点／内容の理解度及び習得意欲等の平常点20点
使用教科書等 プリント配布
備 考 「コンソールプログラミングⅠ・Ⅱ」で習得した技術を、高める内容となりますので、これまでの授業内容を熟知している人の履修を望みます。

科 目 名 スキルアップゼミⅡ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 2年次（短期） 必／選 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★照明作業の知識及び技術の向上を目指す
 ★他セクションの仕事内容を理解し、コミュニケーションの重要性を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
募集イベント（体験入学・春夏イベント）や学園祭（ＴＯＨＯチャンネル）のスタッフを通して、円滑で迅
速な照明作業力を磨く。
また、技術打合せや美術打合せを通して、他セクションとのコミュニケーションの重要性を学ぶと共に、他
セクションの業務理解に繋げる。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
＊各イベントごとにスタッフを募集します
＊履修登録の段階では選択することがせきません
＊各イベントごとに説明会を実施予定です

1. 照明仕込み作業の流れ
2. 迅速で安全に留意した作業
3. 照明プランニングの実際
4. 技打ち・美打ちの進め方
5. プログラミングの方法論
6. イベント本番（2回～5回程度参加）

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考

�

選択



科 目 名 テレビ照明実習Ⅱ
担 当 教 員 紺野　淳一：照明技術会社（株）TBSアクトに所属し、番組のライティングディレクター等を担当した実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（通年） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 150

授業到達目標  ★１年次で学んだテレビ照明の知識を元に、実際の映像制作を通し、さらに知識を深める。

授 業 概 要
・

特 徴
１年次身につけたスキルを使って、前期は歌番組の制作、後期はドラマ番組の制作を行います。照明の他、ディ
レクターやカメラの操作など、他セクションの作業も経験することにより、ひとつの番組を作り上げる過程
や、他セクションの仕事に対する理解も深めてもらいます

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス･班分け
2. 復習①
3. 復習②
4. 復習③
5. 復習④
6. 歌番組制作①
7. 歌番組制作②
8. 歌番組制作③
9. 歌番組制作④
10. 歌番組制作⑤
11. 歌番組制作⑥
12. 歌番組制作⑦
13. 歌番組制作⑧
14. 歌番組制作⑨
15. 歌番組制作⑩

16. 後期ガイダンス
17. ドラマ照明基礎実習①
18. ドラマ照明基礎実習②
19. ドラマ照明基礎実習③
20. ドラマ番組制作①
21. ドラマ番組制作②
22. ドラマ番組制作③
23. ドラマ番組制作④
24. ドラマ番組制作⑤
25. ドラマ番組制作⑥
26. ドラマ番組制作⑦
27. ドラマ番組制作⑧
28. ドラマ番組制作⑨
29. プレビュー会
30. まとめ

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考

科 目 名 ビジュアライザー基礎
担 当 教 員 大井　基裕

授 業 形 態 2年次（集中） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ビジュアライザーソフトウェアの基本設定を理解・習得する
 ★舞台や機構の正確な設置方法や視点変更等、ベースとなる操作方法を習得する
 ★照明器具の選択方法や正確な設置、照明操作卓との連動設定等を習得する

授 業 概 要
・

特 徴
この授業で使用する『L8（旧ライトコンバース）』とは、照明だけではなく、映像、レーザー、セットなどを、
コンピューター上に、リアルタイム3DCGシミュレーションで表示し、光と影、色と変化など、舞台を創り
上げる上で雰囲気に大きな影響を与える要素を、視覚的にかつ動画として見ることが出来るソフトウェアで
す。
このソフトウェアの基本的な操作から、正確な作図方法、実際の運用方法等を身に付けてもらいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 初期画面とメニュー解説
2. 基本空間を作成してみる
3. ビューの変更方法
4. 簡易なオブジェクトの設置
5. 詳細な位置情報の設定
6. 人物や楽器などの配置
7. トラスやイントレ・レイヤーの配置
8. 照明器具の配置とシュート方向の設定
9. 器具アドレスの設定
10. オペレーションコンソールとの接続方法と設定
11. ex1 LEDビジョンの設置や映像出力の設定
12. ex2 より複雑なセットの設置と客席の配置

成績評価方法 技術の習得度30点／授業への参加意欲等の平常点70点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 舞台照明実習Ⅱ
担 当 教 員 親富祖政士郎：コンサートライブをはじめ、イベント各種の照明オペレート等を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（通年） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 150

授業到達目標  ★舞台照明の基礎を学ぶ
 ★コミュニケーション能力の向上を目指す

授 業 概 要
・

特 徴
外部ホールを使用した実習作業を中心に、基礎を繰り返しながら、より実践に近い作業をしていきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 1年次の復習①
3. 1年次の復習②
4. エフェクトマシーン①
5. エフェクトマシーン②
6. フォロースポット①
7. フォロースポット②
8. NGへの対処法①
9. NGへの対処法②
10. 仕込み～フォーカシング①
11. 仕込み～フォーカシング②
12. 本番形式
13. 本番形式
14. 本番形式
15. テスト

16. 上半期の復習
17. 総合作業復習①
18. 総合作業復習②
19. 卒業制作の概要決定
20. 卒業制作の詳細決定
21. プランニング
22. プランニング
23. 機材準備
24. 本番シュミレーション
25. 打ち合わせ
26. プランニング
27. プランニング
28. 打ち合わせ・機材準備
29. 本番シュミレーション
30. 反省会・機材メンテナンス

成績評価方法 筆記試験20点／内容の理解度・習得意欲の平常点80点
使用教科書等
備 考

科 目 名 番組制作演習
担 当 教 員 副島　照礼・藤井　翔平

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 210

授業到達目標  ★番組制作において必要な照明技法を実践を通して学ぶ。
 ★他セクションスタッフとのやり取りを体感する。

授 業 概 要
・

特 徴
１年次で学んだ数々の実習を基礎として、歌番組・情報番組などの番組制作を通して、各セクションとの打
合せ、プランニングから本番まで、全てのプロセスを自分たちの手で行っていく。
番組制作というものは制作再度と技術サイドとの連携プレイであり、各々のスタッフが自分の仕事を完全に
果たしてこそ、良い番組が出来上がっていく。
そこで、放送芸術科・放送技術科・放送音響科・テレビ美術科と協力し、様々な状況下での照明技法を学び、
より実践的に番組制作能力を育成していくことを目標としている。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. スタジオ復習
3. 中継機材復習
4. ENGについて
5. 提出書類について
6. 番組制作①
7. 番組制作②
8. 番組制作③
9. 番組制作④
10. 番組制作⑤
11. 番組制作⑥
12. 番組制作⑦
13. 番組制作⑧
14. 番組制作⑨
15. 番組制作⑩

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考
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科 目 名 野外ライブゼミ
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 150

授業到達目標  ★仮設という状況に合わせた技能の習得。
 ★これまでに培ってきた知識と技術を活かし、自らプランを構築し、実施できる能力を伸ばす。

授 業 概 要
・

特 徴
野外ライブ中継スタイルの照明プランを、学校寮（山中湖セミナーハウス）に宿泊して実施します。
プランニングからセッティング・リハーサル・本番・撤収までを、ほぼ自分たちの力で作り、成し遂げても
らいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. スタッフ分担とスケジューリング
3. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
4. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
5. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
6. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
7. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
8. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
9. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
10. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
11. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
12. 分担スタッフごとにプランニング及び書類等作成
13. 事前リハーサル
14. 機材準備・積み込み
15. 現地での仕込み・リハーサル・本番・撤収

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点100点
使用教科書等
備 考 宿泊費、交通費が別途掛かります。

科 目 名 演劇照明演習
担 当 教 員 中岫　晃：（有）大庭照明研究所にて新宿コマ劇場、日比谷芸術座、帝国劇場等で舞台照明を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 180

授業到達目標  ★演劇照明の考え方を学び、照明機材それぞれの特徴を知り、ライティングにおける効果を自分なりにど
ういう風にすればいいのかという考え方を身につける。
 ★演劇照明の劇的なる表現をどう具現化するか、またそれを舞台で表現するための役割分担を学び、最終
的には発表会という場で、一つの演劇作品を自分たちで作りあげる。

授 業 概 要
・

特 徴
発表会に向けて演劇で主に使用するスポットの機材整備をし、それぞれのスポットの特性や効果を学ぶ。
ライティングによって光の方向性による、表現の変化や色を加えることによる感情表現の効果を知って貰う。
過去の発表会や劇場の本公演での事例を、DVDを見ながら、本番で使用された台本を参考に、作品の読み込
みから本番用の台本の書き方を覚える。それを踏まえて一つの例題を使って自分で明かりを考え、班ごとに
どれを発表するかを決めて、自分たちで発表してみる。最後に自分たちがやる発表会の作品を、稽古を見始
めて、キッカケの取り方、台本への書き込みなど、それぞれの班の役割分担で練習をし、本公演を行う。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 演劇照明の基本確認と器材を知る
3. シューティングとライティング　色の考え方
4. シューティングとライティング　アクティングエリアと舞台セット
5. シューティングとライティング　視覚と写実と審美と表現
6. シューティングとライティング　復習と確認
7. ライティングプランと表現方法　仕込み図の読み方、考え方
8. ライティングプランと表現方法　調光卓とムービング卓
9. ライティングプランと表現方法　時間経過とは
10. ライティングプランと表現方法　復習と確認
11. 例題を作る　班ごとに作品を作る
12. 例題を作る　作品発表
13. 例題を作る　寸評
14. 発表会に向けて①
15. 発表会に向けて②

成績評価方法 レポート40点／内容の理解度・習得意欲等の平常点60点
使用教科書等 プリント配布
備 考
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科 目 名 コンサート照明演習
担 当 教 員 宇夫方　革：ライティングビッグワン株式会社社員。コンサートの舞台照明オペレーター・デザイナーを担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 180

授業到達目標  ★コンサート照明のライティング技法やテクニックを学び、自らの手で本番を行う。

授 業 概 要
・

特 徴
夏に行う本番に向けて、照明技法を学ぶのはもちろんのこと、音に合わせたキッカケ取りや機材選択などを
経て、実際に本番に行います。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 照明設備と光の方向復習
3. 音源を基に舞台照明プランを考える方法論
4. 音源を基にピンスポットのキッカケやプランを考える方法論
5. 実際の本番に向けて　仕込み及び本番時のポジション・役割分担決め
6. 実際の本番に向けて　各所のキッカケ取りからプランニング①
7. 実際の本番に向けて　各所のキッカケ取りからプランニング②
8. 実際の本番に向けて　各所のキッカケ取りからプランニング③
9. 本番準備　班ごとにシーン作り及び打ち込み①
10. 本番準備　班ごとにシーン作り及び打ち込み②
11. 本番準備　班ごとにシーン作り及び打ち込み③
12. 本番準備　班ごとにシーン作り及び打ち込み④
13. 本番準備　各所合わせてのリハーサル①
14. 本番準備　各所合わせてのリハーサル②
15. 最終確認

成績評価方法 学習態度40点／内容の理解度・習得意欲の平常点60点
使用教科書等
備 考 ※上記以外にも、本番日はもちろん、本番に向けた機材準備や打ち合わせ、練習・打ち込み直しなどを適時行います。
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